（様式１）

予算要求資料
平成28年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：観光費　目：観光開発費　
	事業名　新 全国農業担い手サミット等関連観光ＰＲ推進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　商工労働部　観光誘客課　国内誘客係　
電話番号：058-272-1111（内3075 ）E-mail： c11335@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　3,000千円（前年度予算額： 0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	3,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,000

	決定額
	3,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　平成２８年９月に第７０回全国レクリエーション大会in岐阜、１０～１１月には第１９回全国農業担い手サミットinぎふが開催予定であり、それぞれ県外から約2,000名以上が宿泊を伴って参加する予定である。こうした参加者に、イベント前後に県内観光を楽しんでもらうため、観光、グルメ、お土産などの情報を提供する必要がある。
（２）事業内容

　岐阜県来訪の際に、観光もして行こうと思っていただけるよう岐阜県内の観光情報を網羅し、かつ、イベント参加のために来訪した際には持って歩いていただけるような実用的な情報（お店情報、街歩きマップ等）を掲載した観光情報冊子を作成する。作成した冊子は、各イベントの参加者等に配布するほか、観光誘客の各種事業でもＰＲツールとして広く配布し、県内への観光誘客、消費増大に繋げる。
　○大型イベント参加者向け観光情報冊子作成事業　3,000千円
（３）県負担・補助率の考え方

県が実施する大型イベントとの協働で情報発信をし、広く全国から誘客を図る事業であり、県負担は妥当。

（４）類似事業の有無
無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	委託料
	3,000
	○ガイドブック制作用取材費
○ガイドブック制作費

○ガイドブック配送費

	合計
	3,000
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　岐阜県長期構想
　Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　　３　地域の魅力を高め、観光交流を拡大し、消費を増やす

　　　（人を呼び込み、地域の消費を拡大するために）
岐阜県観光振興プラン

事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　大型イベントのために来訪する参加者を観光へと導き、また、作成したツールを利用してさらに広く情報を発信することで誘客を強化することにより、H29年度の観光入込客数4,500万人、宿泊客数　600万人、観光消費額　3,000億円を達成する。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	観光消費額


	－億円
（H  ）
	2,460億円
（H24）
	2,659億円
（H25）
	2,694億円
（H26）
	3,000億円
（H29）
	89.8％


	観光入込客数


	－万人

（H  ）
	3,619万人

（H24）
	3,844万人

（H25）
	3,686万人

（H26）
	4,500万人

（H29）
	81.9％

	宿泊客数

（延べ人数）
	－万人

（H  ）
	  583万人

（H24）
	  604万人

（H25）
	  610万人

（H26）
	 660万人

（H29）
	92.4％



※平成23年度から集計方法を変更したため、それ以前の結果とは比較不可能
○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　新規事業



（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　新規事業



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○
	　大型イベントの開催を通じて県内への観光入込客を増やし、観光消費額を増大させるため、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	　新規事業

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	　イベント関係者等に直接岐阜県の観光地、グルメ、お土産を紹介することができるため、効果的に岐阜県への誘客、観光消費額増大を図ることができる


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　大型イベントの開催による誘客を一過性のものとせず、本県への来県頻度の向上（リピーター確保対策）を図る。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

少しでも多くの観光者に岐阜県をＰＲできるよう、大型イベント開催に合わせたガイドブック作成に留まらず、既存の観光冊子の改訂等、観光情報の変化に柔軟に対応し、岐阜の魅力を効果的にＰＲすることにより、観光客への誘導を促進する。



